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　　　　②「ジャンケン」に勝った人が、取り札をよく切り、真ん中に半分に分けて少し離して置く。

　残った方の札を勝った人が後から取る。

　　　　　（団体は２段、個人は３段。札と札の間隔は、左右・上下　１cm程度離す。

　　　　　試合中、始めに並べた位置を変えてはならない。）

　　　　③取り札が最後の２枚になった時、中央に３０cm程度離して並べる。（団体戦は真ん中の人）

　　　　　読み手は、試合開始の時と同じく「から札」を２回読み、次に読まれた札が取り札になる。

　　　　④最後の２枚のうち１枚を先に取った方が残りの札を取る。

　　　　注：読まれた札以外の札に手が触れた時は「おてつき」となり、手持ちの札を１枚相手に渡す。

　　　　　味方チームの２～３人が「おてつき」をしても相手チームに渡す札は１枚だけでよい。

　　　　　最後の２枚で「おてつき」をした場合は、２枚は相手の札になり更に手持ちの１枚を渡す。
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「彩の国２１世紀郷土かるた」競技必携抜粋

１．競技の種類

　　（１）団体競技　　４人１組でチーム編成をする。

　　　　　＊競技は３人１組で対戦する（１人は交代要員とする）

２．競技の進行方法

　　　　　＊交代は原則として試合中にはできない。

　　（１）進行係の合図でお互いに礼をして、担当審判員は取り札を中央に置く。

　　（２）取り札の並べ方

　　（２）個人競技　　１人対１人で対戦する。（男女は問わない）

　　　　➀団体戦は真ん中の人、個人戦はお互いに進行係の合図で「ジャンケン」をする。

　　　　③「ジャンケン」に負けた人は、真ん中に置いてある取り札のどちらでも好きなほうを取り、

　　（３）試合の方法

　　　　④進行係の合図で、真ん中の人が速やかに、審判側上段より並べる。

　　　　　他の２人は記憶の体勢に入る。

　　　　　相手チームとの間隔は３ｃｍ程度離す。

　　　　➀読み手は必ず２回繰り返して読む。

　　　　　　　を　・・・　女医一号　未来を開いた　荻野吟子

　（４）採点のとり方

　　　　➀取り札は１枚を１点として数える。団体戦では次のような「やく札」がある。

　　　　②やく札が３枚そろった時には、１０点加点する。

　　　　　取り札に早く手が触れたほうが勝ちとして札を取ることが出来る。

　　　　②始めに「から札」として『ま』札（まが玉は　過去と未来の　首かざり）を２回読む。

　　　　　　　う　・・・　宇宙まで　夢をとどけた　若田光一

　　　　　次から読まれる札から取りはじめる。

　　　　　　　さ　・・・　サクラソウ　かれんに優しく　県の花

　　　　　◎シンボル札

　　　　　両方のチームが同時に「おてつき」した時や手持ちの札がない時は渡す必要はない。

　　　　③団体戦・個人戦とも同点の時は『ま』札を持っているチームが勝ちとなる。

　　　　　　　せ　・・・　清流に　生き長らえよ　ムサシトミヨ

　　　　　　　ん　・・・　シンボルは　さいたまアリーナ　新都心

　　　　　◎３人札

　　　　　　　い　・・・　いざ出陣　太平めざし　直実公



　１ｃｍ

１ｃｍ

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13

１m５０cm

　１ｃｍ

１ｃｍ １０１cm

8 7 6 5 4 3 2 1

16 15 14 13 12 11 10 9

23 22 21 20 19 18 17

7０cm

８１cm

補欠

審
判
員

審
判
員

補欠

-２-

選手 選手

郷土かるた　とり札並べ方

団体戦

選手 選手 選手

２０ｃｍ

２０ｃｍ

選手

個人戦

中央線３ｃｍ

中央線３ｃｍ

２０ｃｍ

選手

選手

２０ｃｍ



-３-

　⑪   これでかるたを終
お

わります。「れい」

　※試合が途中で停止し、再開する時、読み手は「続
つ づ

けます」とことわってから、

   　次の札を読む。

　⑧   残
の こ

り２枚になりました。真ん中に３０ｃｍ離
は な

しておいてください。

　⑨   団体戦は両端
りょうはし

の二人は後
う し

ろにさがってください。

　⑩   「まが玉は　過去と未来の　首飾り」（２回よむ。）

　※これが予告となり、次に読まれる札が最後の取り札になる。

　⑥   記憶時間を終わります。（並べはじめてから約２分後）

　⑦   「まが玉は　過去と未来の　首飾り」（２回よむ。）

　※これが予告となり、次に読まれる札から取り始める

かるたの進行（進行係）

　①   これからかるたをはじめます。「れい」

　②   団体戦
だ ん た い せ ん

は真
ま

ん中の人、個人戦
こ じ ん せ ん

はお互
た が

いにジャンケンをしてください。

　③   勝った人は、札
ふ だ

をよくきってください。半分
は ん ぶ ん

に分け真ん中においてください。

　④   負けた人から札をとり、同時
ど う じ

に審判側
し ん ぱ ん が わ

よりすみやかに並
な ら

べてください。

　⑤   記憶
き お く

時間に入っています。
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枚数合計［46枚］ ［備考］　　　⑥＝①＋④＋⑤　　　　　　⑨＝②＋⑦＋⑧

枚数合計［46枚］

第　　　回　「彩の国　21世紀郷土かるた市大会」記録カード　　　団体戦用

第　　　回　「彩の国　21世紀郷土かるた市大会」記録カード　　　個人戦用
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